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【職場環境②】 

・無料で制服のクリーニングが行えるようにすること。                  

⇒衣替えの時季に会社がまとめてクリーニングに出して欲しい。業務で使用しているので、会

社が面倒をみるべきである。                              

・新潟乗務室から休養管理室までの通路に防犯対策として照明を設置すること。 

⇒解体工事が終わって更地になったが照明がない。一人歩きは不安である。 

・あいづ統括センターのリクライニングチェアを静かな場所に移動すること。        

⇒昼時は日勤者が近くで食事をとっていて話し声がうるさい。鞄置き台もあり音が発生する。 

・新津駅の浴室を追い炊き機能を有したものとすること。 

⇒風呂に入る時間が違うため、冬期はすぐにぬるくなってしまう。 

・新津駅のトイレ（社員用）清掃を NTSに委託すること。                 

⇒契約を切った。社員が対応しているが、清掃が行き届いていない。             

・新潟乗務室の浴室脱衣所にエアコンを設置すること。 

⇒夏は暑く、冬は寒い。ヒートショックになってしまう。 

・酒田保線センターの倉庫を本庁近くに移設すること。                  

⇒職場から離れており、必要な機材準備に時間を要してしまう。              

・休養管理室・乗務員詰所・駅等の入り口のテンキーを Suicaで解錠できるようにすること。 

⇒定期的に暗証番号を変更する手間を減らせる。多くある鍵番号の失念防止にもなる。 

 

・鉄道電話の黒電話を新しい電話に交換すること。                    

・新潟乗務室のシャワー室を増設すること。 

・吉田駅、新津駅、村上駅、新発田駅の座布団を新品に交換すること。           

・制服のシャツはアイロンを掛けなくても良い形態安定・形状記憶のシャツにすること。 
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